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対北朝鮮制裁に関する共同声明（仮訳） 

 

以下の声明は、豪州、カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、
ニュージーランド、韓国、英国、米国及び欧州連合により発出された。 
 

１０月中及び本日、欧州連合（ＥＵ）並びに豪州及び米国の各政府は、北朝鮮

による海外労働者の利用、悪意あるサイバー活動及び不法な露朝協力に関与す

る行為者を対象として制裁措置を実施した。これらの措置は、北朝鮮による大

量破壊兵器（ＷＭＤ）及び弾道ミサイルの不法な開発を支える能力を阻害し、

不法な露朝軍事協力に対抗するための取組である。 

 

これらの制裁指定は、多国間制裁監視チーム（ＭＳＭＴ）が公表した詳細な報

告に基づくものである。ＭＳＭＴは、国連安保理北朝鮮制裁委員会専門家パネ

ルが２０２４年にそのマンデート更新に対してロシアが拒否権を行使したこ

とにより不在となる中、北朝鮮による国連安保理決議の不遵守を監視し、報告

している。ＭＳＭＴの第１回及び第２回報告書は、いずれも北朝鮮の不法な兵

器計画の資金源となっている、ロシアとの不法な軍事協力及びサイバー技術を

利用したＩＴ労働者による詐欺行為について概説した。２０２６年９月にはＭ

ＳＭＴは、北朝鮮がＷＭＤ及び弾道ミサイル計画のための収入を得る目的で海

外に労働者を派遣している実態を詳述した第３回報告書を公表した。ＭＳＭＴ

は引き続き、北朝鮮による国連制裁の違反及び回避の試みを監視し、明るみに

出し、報告していく。 

 

ＭＳＭＴ及びＥＵは、北朝鮮に対し不法なＷＭＤ及び弾道ミサイル計画を放棄

するよう求めるとともに、北朝鮮の完全な、検証可能な、かつ、不可逆的な非

核化と、北朝鮮による国連制裁の違反及び回避の試みに対抗するための行動を

とることへのコミットメントを再確認する。我々は引き続き、北朝鮮に関連す

る全ての国連安保理決議の履行を強く支持する。我々は、全ての国連加盟国、

特に安保理常任理事国に対し、これらの決議を完全に履行するよう求める。 

 


